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コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
あ
た
っ
て

「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
用
語
は
、「
食
」

と
「
農
」
を
総
体
的
に
捉
え
る
概
念
と
し
て
、
近
年

さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
で
は
「
食
用
農
水
産
物
が
生
産
さ
れ
、
そ

れ
が
流
通
し
、
消
費
者
に
わ
た
る
ま
で
の
総
体
」
と

さ
れ
、
食
料
・
農
業
を
対
象
と
す
る
場
合
、
不
可
欠

の
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

当
総
研
の
設
立
母
体
で
あ
る
農
林
中
央
金
庫
は
、

系
統
組
織
の
全
国
団
体
と
し
て
国
内
農
林
水
産
業
に

基
盤
を
置
き
、
行
政
機
構
、
系
統
団
体
、
業
界
団
体

等
と
の
広
範
な
接
点
を
有
す
る
。
さ
ら
に
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
」
と
し
て
、
食
品
製
造
業
、
食
品
卸
売
業
・

小
売
業
と
い
っ
た
流
通
業
界
、
外
食
・
中
食
産
業
と

の
取
引
関
係
も
深
い
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
視
点
に
た

っ
て
、
主
要
な
農
畜
産
物
に
関
す
る
生
産
や
流
通
、

実
需
の
動
向
、
輸
入
品
の
動
向
、
現
行
制
度
の
仕
組

み
や
品
目
対
策
、
産
地
の
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
を

お
こ
な
っ
て
い
く
。

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
特

に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
や
一
連
の
偽

装
表
示
問
題
を
契
機
と
し
た
食
品
の
安
全
性
、
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
今

回
は
北
海
道
で
の
対
策
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

北
海
道
に
お
け
る
肉
牛
生
産
と
安
全
対
策

1

生
産
段
階

北
海
道
は
、
肉
牛
飼
養
頭
数
四
〇
万
頭
を
超
え
、

わ
が
国
最
大
の
肉
牛
生
産
基
地
と
な
っ
て
い
る
。
飼

養
品
種
も
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
中
心
に
、
黒
毛
和
牛
、

日
本
短
角
種
、
ア
ン
ガ
ス
種
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
な

ど
多
様
な
肉
牛
が
飼
養
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
に
お

け
る
肉
牛
生
産
は
、
酪
農
生
産
基
盤
と
深
く
結
び
つ

い
て
お
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雄
去
勢
牛
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
い
。

健
康
な
牛
を
育
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確

認
で
き
る
こ
と
が
安
全
対
策
の
基
本
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
牛
一
頭
ご
と
に
、
生
産
履
歴
が
把
握
で

き
、
給
餌
飼
料
や
そ
の
後
の
移
動
な
ど
一
元
的
に
管

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
を
追
跡
で
き
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2

処
理
・
加
工
段
階

肉
牛
の
食
肉
加
工
は
、
牛
の
徹
底
し
た
健
康
診
断

か
ら
は
じ
ま
る
。
出
荷
さ
れ
た
肉
牛
は
解
体
前
に
生

体
検
査
を
お
こ
な
い
、
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
臨
床

検
査
と
と
も
に
、
病
気
の
有
無
、
生
産
履
歴
の
チ
ェ

ッ
ク
を
お
こ
な
う
。

解
体
後
は
、
内
臓
検
査
や
枝
肉
検
査
を
お
こ
な
い
、

食
用
に
適
す
る
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
検
査
結
果
に

か
か
わ
ら
ず
、
特
定
危
険
部
位
（
脳
、
脊
髄
、
眼
、

回
腸
遠
位
部
）
は
す
べ
て
焼
却
処
分
す
る
。
も
ち
ろ

ん
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
は
全
頭
検
査
を
お
こ
な
い
、
仮
に
Ｂ

Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
て
い
る
牛
が
発
見
さ
れ
て
も
市
場
に

出
回
る
こ
と
は
一
切
な
い
。

こ
う
し
て
検
査
に
合
格
し
た
牛
肉
が
枝
肉
加
工
に

ま
わ
さ
れ
る
。
と
畜
・
処
理
を
お
こ
な
う
北
海
道
畜

産
公
社
の
事
業
所
の
場
合
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
に
よ

る
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
牛
肉
は
、

枝
肉
を
脱
骨
・
整
形
し
、
各
部
位
ご
と
に
カ
ッ
ト
し

て
部
分
肉
で
出
荷
す
る
形
態
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て

い
る
。
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
部
分
肉
は
真
空
パ
ッ

ク
さ
れ
、
最
終
作
業
と
し
て
殺
菌
処
理
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

3

国
産
の
価
値

国
産
の
価
値
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
最
も

確
保
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
安
全
対
策
や
安
定
供
給

を
確
保
す
る
上
で
よ
り
実
質
的
な
意
味
で
の
一
貫
体

系
の
構
築
が
必
要
で
、
生
産
、
加
工
、
流
通
を
ト
ー

タ
ル
に
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
北
海
道
の
生
産
者
団
体
は
生
産
か
ら
、

処
理
・
加
工
、
流
通
に
至
る
安
心
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

例
え
ば
ホ
ク
レ
ン
は
、
地
区
Ｊ
Ａ
と
の
共
同
出
資

で
北
海
道
畜
産
公
社
を
設
立
し
て
お
り
、
産
地
食
肉

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
北
海
道
産
牛
肉
の
最
大
の
供

給
者
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
チ
ク
レ
ン
は
、
と
畜

か
ら
一
次
加
工
、
二
次
加
工
、
高
次
加
工
を
お
こ
な

う
施
設
を
有
し
、
特
に
生
協
と
の
産
直
を
通
じ
安
定

供
給
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。

食
肉
関
係
に
つ
い
て
は
、
偽
装
表
示
等
も
含
め
、

一
気
に
問
題
が
噴
出
し
た
感
が
あ
る
が
、
す
べ
て
は

消
費
者
に
安
心
し
て
購
入
し
て
も
ら
え
る
こ
と
、
信

頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
逆
に
国
産
は
、

消
費
者
に
最
も
信
頼
さ
せ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
と

い
え
る
。

（
鴻
巣
　
正
）
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